
標に  

検診への理解 受診の誘導  

個人へ受診  
支部でイベント実施  
市町村と連携  ・新聞記事、広告紙面で訴求  

・AC（公共広告機構）の社会貢献キャンペー   

ンに参加  
・ホームページでリアルタイムに情報提供  

・がんセミナー、リレー■フォー・ライフなど   
イベントを開催  

●ピンクリボンフェステイ／くルを全国的に展開  

＼
 
 

酢
蛸
封
鎖
晋
 
 

検
診
の
実
施
 
 

・ビデオ、DVD、ポスターを制作  

・啓発パンフなど印刷物を発行  
・協会機関紙「対がん協会報」を発行  
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－ムページ  
さh加佗l抽JF  ツール ウインーウ ヘルプ   j 〃イル■l  喜寿 8b もtに入U  

◇協会活動に関するリアルタ  

イムな情報は主にホーム  

ページで提供している。   

ここでは各部位のがんの説  

明、無料相瑛のこ案内，各  
種イベントの情報、協会が  
制作したビデオの試聴、が  
ん検診の状況、協会の現況  
などを持出している。   

また、協会の財政基盤であ  
る寄付の説明をしており、直  
接、クレジットで入金もでき  
るようになっている。   

過去の協会報のパックナン  

バーや朝日がん大箕、日本対  
がん協会某などの受覚書も紹  

介している。  

腎ん脇 
がんt∴ハ．一．がん帰 ……，二，j  

I上磯一一写す1i；こついてほ  

こいバニ覧卜さい  

オンライン鍍金  
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l篇冨…F冥  

○  

がん七草ナー、リレー・フオ「・ライフなと開催  
◇がんについての知識、情報を啓発  
し、早期発見のための検診の王事性  
を説いたセミナーを年間10鱒回開催  

する。聴講者は年間で1万3千名程度  
にのぽる。   

また患者やその家族、支援者らが  
集い友情の輪を広げ、闘病の決意を  
新たにするとともに、がん征圧の寄  
付金を募るイベント「リレー・  

フォー・ライフ（RFL）」は08年  
度で全国6会場、参加者は1万人を超  
える。  
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ホこlンフェスティハ㌔ルを全国的に展開∴  
◇知日癒開社や多くの協賛企業と連携しなが  

ら、10月にピンクリボンフェスティパルを開  
催している。  

健康の喜びを噛みしめながら歩くスマイル・  

ウオークやシンポジウムを東京、神戸、仙台  
で開催している。08年度はウオ「クに12，200  
名、シンポに2．300名が参加した。  

l■ →11丁十ニ＝雪ミ■‾一－‡－      【；  
－  

ミ只こ；  

オ・DVD・ポスター 作  

け
L
．
－
h
邑
H
巨
し
さ
l
転
紅
組
紺
貯
膵
F
 
 

◇禁煙を勧めるポスターやがん征圧全 国大会のポスター、AC（公共広告機 構）のポスターなどを制作し 
、全国の  

病医院や協会支部に配布し、持出して  
いる。枚数は6～7万枚程度（年間）。  

1
、
乳
が
ん
、
あ
な
た
は
大
草
天
？
T
 
 

‖  

．一一－．＿＿  

◇「乳がん、あなたは大丈夫？」「がん   
に禁煙キック！」などDVDを制作し、   
イベント会場などで無料配布。またピ   
ンクリボンリストバンドやピンクリボ   

ンバッジを作り、これも希望者に無料   
配布している。制作枚数はDVDは   
50岬、バッジは1万個（いずれも年   
間）－。  

大切にしたいと患うのに．  
そばにいる人ほと伯つけてしまう   
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◇「がん読本」「乳がんの自己検診法」「がんから家庭を守るため  

に」「がん相談ホットラインのこ案内」「がん検診のすすめ」など、  

小冊子からチラシまで、それぞれ数万部単位の部数で全国に配布し  

ている。   

また全国の肩医院や協会支部を対象に、協会、がん関係のニュー  

スを載せた「対がん協会報」を月一回発行している。この部数は各  

号1万8千部。  

協会申咽  
2浦7年麓や単級苧円  

※協会の収支としては一般会計の他に下妃の特別会計  
がある。  
①第1特別会計 厚労省委託がん総合相敢  30′898  
②第2特別会計JKA検診車製作貞  127，309  

③第3特別会計 厚労省補助 がん臨床研究 86，189  
④第4特別会計 厚労省補助 がん戦略研究144．040  

■個人  
用産嗣収入 †  

潅一般  
食オンライン募金  

■法人  
■禁煙基金  ■出版物収入  

■その他収入  
■薔付会収入 
■躍労音補助金  

一22－  

一子ゝ   



遣
 
 

使
 
 

の
 
 

会
 
 

付
 
 

寄
 
 項日別の主な用途  
阻知識啓発費  
・協会報発行  
り小冊子など刊行物  
・RFL、ポスター制作  
・全国大会糞  
・表彰黄  
■調査研究助成  
t地方研究助成  

・研究団体助成  
・医師奨学糞  
・研修会費   
組旛整備餞  

りペンフ制作  
・支部事業助成  
■がん相談関係負  
・相談医師人件費  
・ホットライン相談員費  
・告知費用  

4，7▲12  

9．Z95  

78．450  

3，944  

2．010  

10〉7ヨ9   

3，126   

4′23ユ   

2．984  

3．6之4  

1，ユDO  

5′650  

11．696  

856  

10′241／  

4％  

縛知識啓発費  ■調査研究助成章  

■人件費  媚事務費  

組織整備費  闇がん相談関係費  

その他支出   
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3面 子宮頸がんシンポ  

主4～5面 アグネスが聞く（彦  

な6～7面 がんの統計  

内  主ながんの死亡率の  

容  都道府県順位   

8面 JKAの補助で検診率  

財団法人 日本対がん協会  

〒100▼0006 東京都千代田区有楽町2－51有楽町センタービル（マリオン、）13F  

℡（〔）3）5218－4771http：／／www．jcancer．jp／  

受診者減少の支部急増がん検診実態調査   
今年度のがん検診の受診  

者が昨年度より大幅に減少  

する支部が増えそうなこと  

が、日本対がん協会が各支  

部の協力を得て実施した調  
査で浮かび上がった。若い  

世代の検診離れに加え、昨  

春に導入された特定健康診  

査・保健指導（特定健診）  

の影響もうかがえた。国の  

がん対策推進基本計画は、  

がん検診受診率50％以上  

を目標に掲げるが、現状を  

見る限り、検診現場は「逆  

行」しているようだ。（2  

面に関連記事）   

調査は、昨秋各地で開催  

された支部ブロック会議で  

「今年度のがん検診受診者  

が減っている」といった声  

が相次いだことを受けて実  

施した。がん検診を実施し  

ている支部に昨年4～12  

月の受診者数（胃、肺、大  

腸、乳、子宮）を尋ねた。  

07、06両年度同期の受診  

者数も記してもらい、2月  

22日現在でまとめた。   

その結果、昨年度より受  
診者が減少している支部が  

増える傾向にあった＝表参  

照。胃、肺、大腸で目立ち、  

減少幅が1割以上の支部は  

胃では4から13、肺で5  

から18、大腸は3から13  

にと大きく増えた。   

受診者数（概算）も、胃、  

肺、大腸、子宮で昨年度同  

期より減っていた。最も顕  

著なのが肺で約26万人の  

減少。昨年度同期も約7万  

人と少なからず減少してい  

たが、それよりも20万人  

近くも上回っている。胃は  

約10万人の減（昨年度同  

期は約4千人の滅）だった。   

大腸は昨年度同期が約4  

万人の増加だったのに対し  

今年度は約7万人の減少、  

子宮も昨年度同期に約1万  

5千人増えたが、今年度は  

約2万人以上も減ってい  

る。   

ただ、乳房だけが増加傾  

向を示し、2万人以上増え  

ていた。乳がん検診受診者   

検診の  受診者が減少した  

種類   
支部数   支部数（）は減  

少幅が1割以上   

∈El  

日   40   31（13）   19（4）   

肺   36   30（18）   24（5）   

大腸   39   27（13）   11（3）   

乳   39   16（4）   12（5）   

子宮   38   24（7）   13（6）   

の減少した支部数は増えた  

ものの1割以上減った支部  

は5から4と逆に少なくな  

るなど他に比べて減少ぶり  

が穏やかだった。   

乳がんの征圧を目指すピ  

ンクリボン運動の広がりや  

乳がんをテーマにした映画  

が相次いで公開されたこ  

と、有名人が乳がんである  

ことを明らかにし検診を呼  

びかけていることなどか  

ら、乳がんへの関心が高ま  

っていることが好影響を与  

えているとみられる。   

また時期的に受診者の急  

減が目立ったのは4、5、  

6月と、特定健診の導入初  

期にあたっていた。「受診  

者への制度変更の周知不足  

により、検診現場での説明  

に苦慮した」などという支  

部も少なくなかった。   

こうしたことから、各支  

部では「追加検診などで昨  

年度並の受診者数になるよ  

うに努力」（福井県支部）  

しており、年度末までに状  

況が改善する余地も残され  

ている。   

日本対がん協会は、看護師や社会福祉士が、がん  
の不安や生活の悩みの相談に電話で応じる「がんホ  

ットライン」を開設しています。月～金曜の午前10  

時から午後4時。相談時間は20分までで予約は不要  
です。（祝日は休み）。このほか、事前の予約制で、  

専門医による電話や面接の無料相談も実施中です。  
予約やお問い合わせは月～金の午前10時から午後5  
時までに、03－5218－7070（予約専用電話、－ へ。  
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特定健診、受診者の固定化、若者の検診離れ・・・  
様々な要因浮かぶ がん検診実態調査   

受診者数の減少ぶりが拡  

大する支部が増えるがん検  

診。若い世代の検診離れに  

加え、昨春導入された特定  

健診（特定健康診査・保健  

指導）の影響も少なくない  

ようだ。各支部の声を聞い  

てみると…。  

◆「セット」が影響？   

「特定健診が受診できな  

いことにより、がん検診も  

受けないで帰った人もい  

た」と話すのは、福島県支  

部だ。これは決して福島に  

限ったことではない。多く  

の支部が理由の一つに挙げ  

ている。   

セットとは－がん検診  

と特定健診を別々の日に実  

施すると、受診者にとって  

は「二度手間」になり、受  

けるのがおっくうになって  

受診しないのではないか。  

そこで、受診者の利便性を  

考えて両方をセットにし、  

同じ日に受診できるように  

した市町村が多かったのだ。   

市町村のがん検診対象者  

と、医療保険者が特定健診  

の対象にする人たち（被保  

険者と被扶養者）が同じな  

ら大きな問題はなかった。  

ところが、住民を対象にす  

る市町村のがん検診には社  

会保険の被扶養者も含まれ  

る。がん検診と特定健診は  

対象者が一部で異なること  

になったのだ。   

このことがまず影響した  

とみられる。「被用者保険  

対象者の中にはがん検診も  

受けられないと思っている  

人がいるのではないか」  

（京都府支部）、「特定健診  

の受診方法の周知が遅れた  

ことなどにより、がん検診  

を一緒に実施している市町  

村では社会保険の（被扶養  

者らの）受診数が減少した  

と思われる」（岩手県支部）  

といった声があった。   

こうした見方を裏付ける  

指摘をしているのは千葉県  

支部だ。   

「従来の基本健診とがん  

検診を独立して実施する地  

域が多かったので（そうし  

た地域では）特定健診移行  

後も影響が比較的少ない  

が、平行実施地域ではがん  

検診の受診の減少がみられ  

る」  

◆減少は年度初めに顕著   

さらに特定健診では受診  

券や受診案内を発行（保健  

指導では利用券）したが、  

その発行事務の遅れが影響  

したと指摘する支部が、鹿  

児島や長崎など複数あった。   

茨城県支部では「受診券  

が手元に届かない社会保険  

加入者が、がん検診も受診  

しなくなった」と言う。   

こうしたことから、4、5  

月の受診者が激減した支部  

も少なくなかった。   

このほか特定健診との関  

係では、「特定健診への対  

応を行ったために、がん検  

診に重点を置きにくい状況  

が自治体側にあったので  

は」（香川県支部）という  

見方もあった。   

制度の変更に加えて、そ  

の周知や事務手続きの遅れ  

により、住民のがん対策の  

支障をきたした形だ。  

◆はかにも数々の要因   
がん検診の受診者数が減  

少している背景になってい  

るのは特定健診だけではな  

い。がん検診の自己負担に  

触れた支部もある。   

「市町村によっては自己  

負担金が必要になったこと  

が大きいと思われる」（千  

葉県支部）、「市町村合併に  

よる自己負担金の増加」  

（愛媛県支部）などだ。  

また肺がん検診に関し  

て、香川県支部は「結核予  

防法がなくなったことで検  

診案内が希望者のみになっ  

た市町もみられる」と指摘  

する。   

がん検診の受診者数の減  

少は今年度に限ったことで  

はなく、前年度もみられた  

傾向だ。   

こうした状況の背景にあ  

るのは、「従来型の集団検  

診に対し、高齢層以外は興  

味が薄くなってきているこ  

とと、若年層には検診習慣  

がないこと」（長野県支部）  

だ。毎年同じ顔ぶれが受診  

することで偏りが生じ、本  

当の検診の有効性をはじき  

だせなくなる可能性も指摘  

されている。  

◆受診率50％の達成は   

愛媛県支部も「検診会場  

の集約化による利便性の低  

下」に加えて、「受診者層  

の固定化」を指摘している。  

岡山県支部も「若い年齢層  

へのPR不足のために受診  

率が低下していると思われ  

る」と分析している。   

今年度は特定健診の導入  

という影響があったとはい  

え、受診者の減少傾向に歯  

止めをかけるにはどうしな  

ければいけないのか。   

従来検診を受けてきた年  

代だけでなく、とくに若い  

世代に検診の重要性を理解  

してもらうことが欠かせな  

い。そのうえで受診行動に  

結びつける具体策を組み立  

てる必要がある。「受診率  

50％」を達成するにはこ  

の問題の解決が喫緊のテー  

マだ。   

一特定健診 一   

特定健康診査・保健指導（特定健診）は、糖尿  

病をはじめ、高血圧、高脂血症などさまざまな生  

活習慣病の背景にあるとされるメタポリックシン  

ドローム（内臓脂肪型肥満）の早期発見と、その  

改善を図るために国が昨春導入した。こうした状  

態が長く続くと心筋梗塞や脳卒中などの病気を招  

く可能性が高いと考えられ、それを予防すること  

で医療費の軽減につながるとも期待されている。   

対象は40～74歳で、医療保険者に健診と保健  

指導を実施を義務づけたのが大きな特徴の一つ。  

この際、被保険者だけでなく被扶養者（例えば企  

業の健保組合に入っている本人の配偶者）に対し  

ても保険者が実施しなければいけなくなった。  
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